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　2021 年 9月に，フィリップス社製
「Spectral CT 7500（以下，CT7500）」
を導入した。当院は，循環器内科や心臓
血管外科からの心臓CTや大動脈CTなど，
心血管領域の依頼が大きな比重を占めて
いるが，全体的なCT検査の需要も年々
高まっている。CT7500は，256スライス
であることや，超高速撮影，心電図同期
撮影でもスペクトラルデータが取得可能で
あり，従来のスペクトラルCTに比べ心血
管領域に特化したスペクトラルCTである
と期待された。また，Spectral Imaging
により，腎機能が悪い症例においても造
影剤の低減が可能であるため，緊急時で
も検査から治療へスムーズにつなげること
が可能である。
　今回は，「心血管系の検査において
Spectral CT 7500を活かす」というテー
マで機能と症例を紹介する。

Spectral Imaging

　2層検出器が搭載されているCT7500
は，すべてのスキャンにおいて数多くの

スペクトラルデータが取得可能であり
（図1），すべての撮影で従来の120kVp
のconventional画像を得ることも可能
である。操作は特殊な設定が要らず
チェック1つのみであり，auto exposure  
control（AEC）の使用制限や焦点サイ
ズ，時差や位置ズレなどの影響を受ける
ことはなく，このCTで撮影さえしてい
れば過去に振り返ってスペクトラルデー
タを取得することも可能である。従来同
様の手順，同様の被ばく，撮影条件で
CTを撮影することで数多くの情報を手
にすることが可能である点は，患者に
とってもわれわれにとっても大きなメ
リットであることは間違いなく，CTの
価値を高めることができるであろう。

Spectral Based Image

　Spectral ImagingはSpectral Based 
Image（以下，SBI）を作成することで
可能になる。
　フィリップス社製スペクトラルCTは，
検出器側でX線のエネルギーを分離す

る2層検出器が搭載されている。検出器
にX線が入射すると，上層で低エネル
ギー成分，下層では高エネルギー成分の
X線が吸収される。そこで光電効果画
像とコンプトン散乱画像に分かれるが，
光電効果画像とコンプトン散乱画像は
それぞれ反対方向の信号を有しており，
従来の120kVpの画像ではこの信号を
打ち消し合うことでノイズが目立たなく
なっていた。しかし，仮想単色X線画
像を作成する際は光電効果画像とコン
プトン散乱画像の比重が変化するため，
ノイズが顕著に現れる。これらを防ぐた
めに，光電効果画像とコンプトン散乱画
像に周波数処理を事前に行うことで，
ノイズの増加やSpectral Imagingの精
度低下を回避することができる。このよ
うな事前の周波数処理をanti-correlated 
denoiseといい，これにより仮想単色
X線画像のどのエネルギー領域において
もノイズが少なく精度の高い画像を得る
ことができる（図2）。
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Spectral CT 7500を
心血管に活かす！
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CT画像の価値を高める創意工夫シンポジウム①

図1　 Spectral CT 7500で得られるスペクトラルイメージ
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